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説明資料 



『基 金』とは 

独立行政法人、公益法人等が、国から

交付された補助金等を原資として、特

定の用途に充てるため、他の財産と区

分して保有する金銭。  

● 

翌年度以降も継続し、各年度の所要額

を見込み難いといった施策等について

活用。 

● 



基金の点検のポイント 

 
基金残高 

約３．１兆円 

 

事業の将来見込み 
自己申告では 

「全額執行可能」が大宗 

平成26年度以降 平成25年度末 

その「将来見込み」は妥当なのか？ 
・執行実績と大きな乖離が生じていないか。 

・執行計画は無理のない現実的なものか。 

・需要の把握、事業の進捗管理は適切か。 

    妥当性が認められない！（となれば） 

速やかに国庫返納を行うべき 



１.造船業等復興支援基金【復興庁】 

25年度 26年度 27年度以降 
件数 金額 件数 金額 件数 金額 

交付決定実績 １  252 ２ 431 

交付決定見込み ３ 2,400 ５ 12,800 ０ 700 

②補助金交付決定実績等 （単位：件、百万円） 

③27年３月に申請受付を終了。 

④事業協同組合等の設立、造船所の移転計画の策定が 
 申請を行う前提条件。 

①25年度末基金残高：16,021百万円 

※26年度実績は9月末まで。計数は本年９月末に公表された基金シートに基づくもの。 

⑤事業完了までの所要見込額は「全額」。 

【事業概要】被災した造船関連事業者の事業集約等の取
組に対する補助。（取崩し型基金） 

※ ※ 



２.まち再生基金【国土交通省】 

①出資実績等 （単位：件、百万円） 

23年度 24年度 25年度 26年度 
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

実  績 ３  3,250 ４  1,535 ２  900 １ 70 

当初見込み 10 10,765 25 18,704 21 17,270 24 18,893 

基金残高 7,704 17,272 18,801 2,560 

【事業概要】民間都市再開発事業を行う民間事業者に対
する一部出資。（回転型基金） 

②当初見込みと実績との乖離は年々拡大。 

③用地取得計画・資金計画の認定を得ることが申請を行う前提条件。 

④単年度予算による都市再開発支援事業等も並行して実施。 

⑤支援相談から出資に至った割合（平成24年度以降）は、 
 件数ベースで約20％、金額ベースで約９％。 

※ ※ 

約110億円を積み増し！ ※26年度実績は9月末まで。 
 計数は本年９月末に公表された基金シートに基づくもの。 


